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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3 8
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 7

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（32.7％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（50％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 無し
会社名： 住所：東京都台東区上野７－３－９　３F

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：静岡県富士市北松野623-2

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

評価（事前・事後）

分類

登録番号

区分

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 平成19年7月20日

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

CB-020016-A 掲載期限終了

活用の効果

耐候性フッ素樹脂による防錆工法
32.70%
50%

1

新技術概要説明資料（１／５）

名称 マイティCF－CP無機系防錆工法
収受受付年月日

平成24年10月3日

変更受付年月日
平成28年2月17日

登録No. 1434

問合せ先

マイティ化学株式会社
（０３）５８２７－２２７４

代表取締役　五反　金夫

（０３）５８２７－２２７５

0545-85-2209

k-kiriyama@kiriyama.ne.jp

http://mighty-kagaku.jp

平成4年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

1種ケレン相当の効果を持つ炭素繊維強化無機系防錆工法 開発年

1

1-3-3.道路／道路維持修繕工

マイティ化学株式会社

①　何に対して何をする技術なのか。
マイティCFーCPは無機系防錆材料であり、塗布直後はもとより、長期間にわたりアルカリ性を維持することより、新鋼構造物
と塗布面を腐食から守る働きがある。更に表面の赤錆等もその強いアルカリ性の故に安定な黒錆（酸化鉄）に交換することに
より1種ケレン相当の効果を持って長期間にわたり防錆効果を発揮する技術です。
②　従来はどのような技術で対応したのか。
従来の防錆技術としては、鋼構造表面に有機塗料を塗布するのが一般的で特に腐食性が激しいところは、フッ素系の耐候性の
優れた塗料を使用する。また、下塗りとして亜鉛を含む塗装（ジンクリッチ）等をよく使用される技術である。ケレンも高価
な1種ケレン(ブラスト）を推奨して施工を行なっていました。
③　公共工事のどこに適用できるか。
橋梁構造物のうち、ＲＣ構造物では鉄筋の防錆に、鋼構造物では、鋼橋脚、鋼床版、鋼桁、支承、その他構造物全般の長期耐
久性の有る防錆に利用できる。また、マイティCF－CPの高いアルカリ性のため、塗布前の赤錆等の完全な除去は必要なく、三
種ケレンで十分である。また、塗装下面に残った赤錆は、強いアルカリ性の故に安定な黒錆に転換され(１種ケレン相当の効果
ある）、それ以降の腐食は進行しない。また、石油製品を一切使用してない為、施工中の溶剤対策は不要である。また、日本
食品検査センターにより浄水品質検査JWWA規格に合格しており、清流・養魚場・取水場があっても環境に問題を起こす心配は
ありません。

0545-85-3667

専務取締役　桐山　健次

株式会社　桐山

株式会社　カネキチ



マイティCF－CP無機系防錆工法 登録No. 1434

　(特　徴）

　(施工方法）

（施工単価等） １（２）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等
塗膜厚管理（最低塗膜厚管理）
１．塗膜厚管理方法は基本的には県土木工事施工管理基準に準じる。

（長　所）
①表面の赤錆を安定した黒錆（酸化鉄）に変換して、酸化鉄被膜を形成して腐食を防ぐ働きがある。
②３種ケレン相当でマイティーＣＦを使用すれば、１種ケレン相当の効果を発揮する。
③飲料水適合試験（JWWA）にも適合した安全な材料であり、衛生上も問題なし。
④防水に使用されるほど、水分や炭酸ガス等の遮断性が高い。
⑤本製品は高温[365°]に耐えうる材料で、紫外線の影響を受けない耐候性優れた材料である。

掲載刊行物

建設物価（　有　 　無　）　掲載品目（
）

１．ケレン工3種ケレン　1390円/㎡　（土木施工単価資料）
２．マイティCF（1回塗り）　1925円/㎡　マイティCF（2回塗り）1925円/㎡　までの施工が１種ケレ
ン相当の効果が発揮出来ます。また景観上必要な時はトップコートを塗布する。
３．トップコート中塗り　565円/㎡　トップコート上塗り　1040円/㎡（土木施工単価）

A-2

防錆工法・重防錆工法
①下地処理・・3種ケレン（油脂部分は完全除去）
②材料作成・・所要量のエマルジョンを攪拌容器に入れ、ハンドミキサーで撹拌しながらコンパウンドを徐々
に加えてよくかき混ぜる。
③1回塗り施工・・刷毛塗り作業・吹付け作業・コテ塗り作業・（圧入・注入作業）・含浸作業などがある。
④2回塗り作業・・上記作業で2回塗りを行う。2回塗りにつては、指触乾燥確認や夏期は３０分以上冬期につい
ては１時間以上おいてから２回塗り施工を行なってください。（ここまでの施工で1種ケレン相当の効果が発揮
します。）
⑤可使時間・・夏期は２時間～４時間、冬期は４時間～６時間で使用する。
⑥仕上塗装・・現場の状況に応じて塗装仕上げを行う。（景観による仕上げで良い）

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

材料単価として　1,マイティCF標準４６ｋｇ/セット
１．マイティエマルジョン荷姿：１４ｋｇ（７ｋｇ×２/箱）
２．マイティコンパウンド　（１６ｋｇ×2袋）
３．１＋２セット価格　　４６ｋｇメ―カー設計単価　78,000円/セット　４０㎡（２回塗り）（１回
塗り当たり）㎡￥９７５円＋￥９７５円＝￥１９５０円

積算資料（　有　 　無　）　掲載品目（
）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

　(短　所）
①このマイティCF-CPについて、材料が速乾性の為、撹拌後速やかに施工を行なう事。
②油脂部分があると施工できません。
③完全な乾燥状況下での施工に限る。
④雨天での作業はできません。



登録No. 1434

（適用条件）

 (設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 番号 1
特許番号 第2040094号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 マイティCF－CP無機系防錆工法

A-3

マイティCFを接着剤として利用した合成床版の底鋼板の剥離実験資料あり

（適用できる条件）
①　鋼材表面であれば殆どが適用範囲となる。
②　塗装前に有機系塗装が鋼材に十分堅固に接着していれば塗膜を取る必要もなく浮いた塗膜除去すれば良い。
③　ボルト等も異型金属に対しても、その部分のみマイティを団子状にかぶせ、十分に隙間に染み込ませ硬化さ
せれば十分な防食効果がある。

①　溶接等の箇所のみを現場で刷毛塗り塗装することもできる。
②　3種ケレン及びマイティを2回塗りすれば（1種ケレン相当の効果がある）価格的のも有利な方法も
選べる。有機塗料（ジンクリッチ等）での下塗りも不要である。
③　簡単な簡易足場での施工が可能となり、産廃廃棄物等の処理費も安価で済む。

（適用できない条件）
①　鋼材表面に油分がある場合は、脱脂等により油分を除去しない限り適用できない。
②　施工時常に水に浸かった状況では何らかの方法で乾燥表面を形成しない限り施工できない。
③　雨天での野外作業での施工はできません。
④　施工時及び硬化乾燥前に、気温が５度以下になるときは施工を避けます。

残された課題については、ありません。
今後の開発計画については、マイティCF－CPの材料については完成品です。

平成22年度新日本石油精製株式会社　横浜製造所内A桟橋付近　防錆防蝕防錆試験施工報告書

試験結果表あり

施工時、近傍でサンダーディスク等で金属粉を飛ばしている状況は、金属粉がマイティCF－CP塗布施工
後表面に付着し、点錆状になる場合があるので注意が必要である。この場合、点錆を塗膜をいためない
方法で除去するか、その上からマイティCF-CPをレタッチ補修すれば十分対応できる。

■1.有り（番号:）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し
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登録No. 1434

実績件数 公共機関： 26 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県御前崎土木事務
所

平成1５年度１２
月完成

静岡県島田土木事務所 平成17年度2月
完成

静岡県沼事土木事務所 平成17年度7月
完成

静岡県沼事土木事務所 平成１８年2月
完成

静岡県袋井土木事務所 平成20年度5月
完成

静岡県沼津土木事務所 平成16年度７
月完成

国土交通省静岡工事事
務所

平成17年度3月
完成

日本道路公団静岡管理
事務所

平成16年度10
月完成

中吉田高架橋補強
工事

富士川町建設課 平成17年度3月
完成

アーバンヒルズ下田管理
組合

平成18年度10
月完成

新技術名称 マイティCF－CP無機系防錆工法

工　事　名

新技術概要説明資料（４／５）

1

CORINS登録No.

施
工
実
績

平成19年度（第１９ーD－８１０２-01
号）東大谷川橋橋梁補修工事
（橋脚部分補強巻き付け塗膜）

富士清水線　県単交通安全施設維
持工事

国道150号線湯日川橋橋脚補強工事
（橋脚部分補強巻き付け塗膜）

菊川橋橋脚耐震補強工事

広沼橋橋脚耐震補強工事

平成17年度広沼橋橋脚補強工事（そ
の２）

アーバンヒルズ下田リゾート外壁その
他大規模修繕工事

農業用水路防水工事

1号蒲原中部橋梁補強工事
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3

湯日川橋橋脚補強工事（橋脚部） 橋梁新設　（橋桁）　

第２大田川橋　壁高欄鋼製型枠塗装（側壁） 西中跨線橋塗装工事（鉄桁部）

コンクリート橋脚（橋脚補強塗膜） 第一臨海橋塗装工事　（鉄桁部）

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 マイティCF－CP無機系防錆工法

A-5


